
コード記入日： 平成 年度

　

　 H 21 ～ H 25

　

① 補助金の交付②③①②

7,000 7,000
101020107コード26,846

人 件 費 単 価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000従 事 職 員 数 人 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1千円 3,500 700 700 700 700 700
一 般 財 源 千円 102,700 1,722 20,440 26,846 26,846そ の 他 千円起 債 千円県 補 助 金 千円Ｃの財源内訳 国 補 助 金 千円直接事業費 A 千円 99,200 1,022 19,740 26,146 26,146 26,14620,440 26,846 26,846 26,846総事業費Ｃ　（A+B） 千円 102,700 1,722基 ４ ２ ４ ４ ４ ４基 ８ ４ ８ ８ ８ ８７０ 70 70 70成果指標 台 70 ３５ １ １ １単位 全体計画

ＥＶ・ＩＴＳの利用者の利便性を図り、導入を促進し全国に先駆けた環境保全型観光事業を円滑に運営する。 ③ ＥＶ車リース充電器維持管理ＩＴＳ維持管理
（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）

対象：誰、何を対象にしているのか 対象指標：対象の大きさを表す指標
目的：何をしたいのか 成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入 活動指標：事務事業の活動量を表す指標５年間ＥＶ導入、ＩＴＳ施設設置を協議会が県の補助を受けて行うが、施設の維持管理については財政基盤が脆弱であり、また試験的段階であり利用者からの負担が見込めないので町が経費を補助する。
関連計画 長崎ＥＶ＆ｐＨＶタウン構想 法令・条例規則等事務事業コード 1010201 細目コード目コード 2施策コード 101 項コード

平成２７年度以降

総合計画の位置付け 財務会計の位置付け政策コード 1 款コード 21基本事業コード 10102
25 川添有祐担当者 年度21 ～ 平成平成 21 年度

101020107
事業種類 単年度繰返事業事業期間評価対象事業名称 新上五島町EV・ITS実配備促進協議会運営補助費作成年度 課コード 105H21,11,30

事 務 事 業 事 前 評 価 表

課　名 産業再生推進本部課長名 小柳哲也

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

内訳 人件費　B
平成２１年度 平成２２年度活動指標 件 ５ １ １

25１件×５年間
70台 ２１年度から2年間導入 25８基 ２１年度から２年間導入 25４基 ２１年度から２年間導入 25平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

政 策 名 称施 策 名 称基本事業名称事務事業名称 にぎわいを創る地域交流の促進魅せる観光のしまづくり新たな観光資源の開発とネットワーク化の推進観光振興事業費
（対象１）（対象２） 新上五島町ＥＶ・ＩＴＳ実配備促進協議会電気自動車利用車 （対象指標１）（対象指標２） １団体70台計画（PLAN)

実施（DO)

評価（CHECK)



３次
※３次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

  
町の対応

 ● ●
住民等の意見

   事業内容を見直して事業を実施する 次年度以降に計画どおり実施する次年度以降に計画を見直して実施する次年度以降に類似事業と整理統合して実施する  類似事業と整理統合して実施する事業費を増額して事業を実施する計画どおりに事業を実施する １次 ２次   事業採択結果 １次 ２次 ３次   

２次評価 本町を訪ねる観光客を含め、住民全体の交通体制の問題であり、利便性にかなうよう計画書作成にあたっては十分調査・研究を行い最善を図ること。

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容
１次評価事業の緊急性・必要性 五島地域におけるＥＶとＩＴＳが連動した未来型ドライブ観光システム実現のため、長崎エビッツが組織され、実配備のための地元協議会が設立されており、電気自動車等の町内への導入が決定されている。類似事業との関連 世界遺産候補の構成資産の教会群のある五島地域で実施されるもので有り、世界遺産推進、教会観光等と関連がある。費用対効果 事業実現のためには必要なものである。利用者負担や県の助成の有無については明確に確定していない。

  当分の間は実施しない 事業費を減額して事業を実施する

評価（CHECK)


